
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 福祉係

①事務事業の概要

H１２～ 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

居宅介護 312,012
地域密着型 26,165
施設介護 384,297

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 678,173 706,726 722,474 747,992 753,728

うち一般財源 84,772 88,341 90,270 93,499 94,216

うち補助金 477,287 492,988 502,140 516,116 527,609

うち個人負担 116,114 125,397 130,064 138,377 131,903

正規職員
臨時職員

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

b

a

a

有効性 B

効率性 a

b

公平性 受益者負担は適切か A

④改善（ACTION)
継続・維持

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 利用者が真に必要としているサービスが過不足なく提供できるよう適正化を図りながら今後も事業に取り組んで
いく。

高齢者のより正確な実態把握に努める。

B

介護保険料、サービス利用者は所得に応じて1割か2割を負担

介護老人保健施設の待機状況を把握しきれていない部分があり施設計画について
検討が必要である。

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

事業主体は行政であり、妥当である。

B

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

制度に則って認定調査、審査会を行っており妥当。

2. だれもが健康で、心安らぐ村/福祉・健康・医療の充実/介護保険
第６期介護保険事業計画　信州あちおたっしゃプラン２１

B

これまで同様介護予防にも力を入れ結果的に給付費を抑えら
れるよう努める。

ケアマネ連絡会などを通じて給付費の適正化を図った。

判定理由
要介護度1,2の軽度者が増えており必要性は高い。

制度改正等、住民への理解、周知の徹底が必要。

延べ4,284名のサービス利用について給付を行った。
居宅介護サービス給付費　312,012千円
地域密着型サービス 給付費　26,165千円
施設介護サービス給付費　384,297千円

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

介護保険給付事業

総合計画での位置づけ

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 介護認定。介護保険料の徴収。介護サービス基盤整備。介護保険保険者事務取扱要領に基づいた
在宅サービス、施設サービス、地域密着型サービス給付費の保険者負担分給付事務。

実績・効果

根拠法

介護認定を受けた方

実施目的 介護を必要とする状態になっても、できる限り自宅で自立した日常生活を営めることを目指し、本人・
家族にとって必要な介護サービスを総合的・一体的に提供する。

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


